
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 △ 有

2 社外取締役 ○ 　 　 ○ 有

3 社外取締役 ○ 　 △ 　 　 　 有

4 社外取締役 ○ 　 　 ○ 新任 有

5 社外取締役 ○ ○ 有

6 社外取締役 ○ ○ 有

３．独立役員の属性・選任理由の説明
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。

当社では、社外役員の選任にあたり、ガバナンスの透明性、客観性を確保するために社外役員の独立性判断基準として株式会社東京証券取引所が定める独立性基準
に加え、当社独自の基準を以下の通り定めております。

　当社取締役会は、社外取締役・社外監査役が、株式会社東京証券取引所の定める独立性基準に加え、以下に定める要件を満たすと判断される場合に、当社に対し
十分な独立性を有していると判断する（当社にはグループ会社を含む）。
１．本人が、現在または過去１年間において、以下に掲げる者に該当しないこと。
（１）当社の大株主（注１）の業務執行者（注２）
（２）当社の主要な取引先（注３）の業務執行者、または当社を主要な取引先とする会社の業務執行者
（３）当社が代理店契約等を締結している当社仕入先（海外本社及び現地法人を含む）の業務執行者
（４）当社の主要な借入先（注４）の業務執行者
（５）当社の法定監査を行う監査法人の業務執行者または当社の監査業務の担当者
（６）当社から役員報酬以外に多額（注５）の金銭等を得ているコンサルタント、会計専門家または法律専門家（法人、団体等である場合はその業務執行者）
（７） 当社又はその子会社から1,000万円を超える寄付又は助成を受けている組織（例えば、公益財団法人、公益社団法人、非営利法人等）の理事（業務執行に当
たる者に限る。）その他の業務執行者
２．本人の近親者（注６）が、現在または過去1年間において、１（１）ないし（７）に該当しないこと。
３. 本人は、当社又はその子会社から取締役（常勤・非常勤を問わない）を受け入れている会社又はその親会社若しくは子会社の業務執行者、監査役、会計参与で
あってはならない。
４．上記１（１）ないし（７）のいずれかに該当する者であっても、当社の社外取締役および社外監査役としてふさわしいと当社が考える者については、そのふさ
わしいと考える理由を、対外的に説明することを条件に、その者を当社の社外取締役および社外監査役とすることができるものとする。
５. 本人が、当社の一般株主全体との間で上記１（１）ないし（７）までで考慮されている事由以外の事情で恒常的に実質的な利益相反が生じるおそれのない人物で
あること。

（注）1.大株主とは、事業年度末において、総議決権の10％以上の株式を直接または間接的に保有する株主をいいます。
2.業務執行者とは、業務執行取締役および執行役ならびに執行役員等の重要な使用人をいいます（監査役、会計参与は業務執
行者に当たらないものとします）。
3.主要な取引先とは、当社の取引先であって、その年間取引金額が当社の連結売上高または相手方の連結売上高の２％を超え
るものをいいます。
4.主要な借入先とは当社の借入先のうち、直近の事業年度における借入残高が上位３位以内の会社をいいます。
5.多額とは、当社から収受している対価が年間１千万円を超えるときをいいます。
6.近親者とは、本人の配偶者または二親等内の親族若しくは本人と同居の親族をいいます。

大森　伸一郎

森　康明

該当状況についての説明（※４）

同氏の在籍した株式会社日立製作所、日立金属株式会社および株式会
社日立ハイテクは当社グループと取引がありますが、その規模はいず
れも当社連結売上高の１％未満と些少であります。このため、同氏は
当社独立性基準に合致するものと判断しております。

同氏は当社グループを主要な取引先とするインフィニオンテクノロ
ジーズジャパン株式会社の社長を2018年まで務めていましたが、その
後は当社とは取引関係のないスタートアップ企業などで役員を歴任し
ています。インフィニオンテクノロジーズジャパン株式会社の社長退
任後の期間とその後の経歴より当社独立性基準に合致するものと判断
しております。

選任の理由（※５）番号

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2025/6/9

独立役員届出書の
提出理由

番号

2025/6/26

コードマクニカホールディングス株式会社 3132

・独立役員である社外取締役の野田万起子氏が、任期満了により定時株主総
会終了時をもって退任するため。
・定時株主総会に新たに阿部伸一氏を社外取締役とする選任議案が付議され
るため。

社外取締役／
社外監査役

同氏は、IT・ネットワーク業界に深い知識と洞察を持っており、その専門性は、デジタ
ル化の進展、AI技術の活用、企業のデジタルトランスフォーメーションの推進などに
おいて際立っており、また、国際的なビジネス経験とグローバルな視点を有しており
ます。当社グループのAIやデジタルを活用したビジネスだけでなく、グローバル市場
での戦略的な展開を図る際に、競争力をさらに高めることにおいて、同氏の経験と知
見を活かした助言を期待し、当社の監査等委員でない社外取締役にふさわしいと判断
いたしました。また、同氏は、当社の定める独立性基準を満たしており、当社との間
に特別の利害関係もないため、独立性が高く、一般株主と利益相反は生じることが無
いとの判断から独立役員に選任しております。

中国において弁護士として活躍された後、複数の企業において企業内弁護士として法
務、海外M＆A、コーポレート・ガバナンス等の分野で豊富な知識と経験を有してお
り、また当社の主要地域である中国関連に関する貴重な知見も有していることから、
当社の適切な監査・監督をを期待し、当社の監査等委員である社外取締役にふさわし
いと判断いたしました。また、同氏は、当社の定める独立性基準を満たしており当社
との間に特別の利害関係もないため、独立性が高く、一般株主と利益相反は生じるこ
とが無いとの判断から独立役員に選任しております。

公認会計士として培われた専門的な知識と豊富な経験を有しており、また上場支援や
社外役員等の経験もあることから、当社の適切な監査・監督を期待し、当社の監査等
委員である社外取締役にふさわしいと判断いたしました。また、同氏は、当社の定め
る独立性基準を満たしており当社との間に特別の利害関係もないため、独立性が高
く、一般株主と利益相反は生じることが無いとの判断から独立役員に選任しておりま
す。

同氏は海外投資事業経営で培われた豊富な経験と高い専門的知見を有しているため、
新規事業投資及び経営全般における有効な助言を期待し、当社の監査等委員でない社
外取締役にふさわしいと判断いたしました。また、同氏は当社の定める独立性基準を
満たしており、当社との間に特別の利害関係もないため、独立性が高く、一般株主と
利益相反は生じることが無いとの判断から独立役員に選任しております。

同氏は経営への豊富な知見と幅広い経験を有しているため、グローバル経営、IT戦略及
びDX経営における有効な助言を期待し、当社の監査等委員でない社外取締役にふさわ
しいと判断いたしました。また、同氏は、当社の定める独立性基準を満たしており、
当社との間に特別の利害関係もないため、独立性が高く、一般株主と利益相反は生じ
ることが無いとの判断から独立役員に選任しております。

同氏は、世界有数の半導体メーカーに従事し、半導体産業における豊富な経験と知見
を有しているだけでなく、日本法人の責任者としての経営全般における経験、さらに
グローバルに先端技術ベンチャー企業等にアドバイザーとして助言をしております。
当社グループの主力事業である半導体事業、ネットワーク事業だけでなく、さらに新
規CPSソリューション事業における戦略の方向性と事業投資等において、独立性・客観
性のある立場から監督、助言等に資することを期待し、監査党委員でない社外取締役
にふさわしいと判断いたしました。また、同氏は、当社の定める独立性基準を満たし
ており、当社との間に特別の利害関係もないため、独立性が高く、一般株主と利益相
反が生じることがないとの判断から、当社独立役員に選任しております。

独立役員氏名

菅谷　常三郎

阿部　伸一

三輪　慧

杉田　雪絵

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）


